
いちよし中小型成長株ファンド（愛称：あすなろ）

1.5℃以内

2兆4,000億t

4,000億t

※ 当ファンドのお申し込みにあたっては、販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ず内容をご確認のうえ、お客様ご自身でご
判断下さい。

※ 当資料はいちよしアセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。また、上記は当レポート発行日時点における「いちよしSDGs中小型株ファ
ンド」の運用チームの見解であり、現在の見解とは異なることがあります。
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いちよしSDGs通信VOl.35 『損失と被害のCOP27』

～異常気象に苦しむ途上国vs ＣＯ2 排出を続ける先進国～

新年、明けましておめでとうございます。

本年も「いちよしSDGs通信」をご愛読いただきますよう、宜しくお願い申し上げます。

今回は、昨年11月シャルム・エル・シェイク（エジプト）で開催されたCOP27（国連気候変動枠組条約第27回締

約国会議）についてご紹介いたします。

■「損失と被害」基金の創設で合意

COP27では、干ばつや洪水といった気候変動による「損失と被害」について議論されました。長年、温室効果ガスを排出

しながら経済発展を遂げてきた先進国から、その被害を被ってきた途上国に対する経済的支援の必要性が認識されました。

例えば、昨年8月、パキスタンで大洪水が発生し、国土の約3分の1が冠水する被害が発生しましたが、これは温暖化により

パキスタンの北方にあるカラコルム山脈やヒマラヤ山脈の氷河が解けたことが原因の一つであると考えられています。「パ

キスタンのＣＯ2排出量が世界全体の1％にも満たない中で、地球温暖化で激甚化した災害の被害を受けるのは不公平であ

る（シャリフ首相）」との発言にもあるように、先進国に対する強い憤りが顕在化しています。IPCC（気候変動に関する政府

間パネル）によると、世界の平均気温は産業革命前と比べて約１．１℃上昇しており、そのほとんどが温室効果ガスの影響で

あると報告されています。その温室効果ガスを長年、大量に排出してきたのは先進国です。「これまで豊かさを享受してき

た先進国はその責任を果たすべきである」というわけで、途上国を支援するための基金創設が合意されました。

■1.5℃目標の達成に向けて

地球温暖化対策の国際的な枠組みである「パリ協定」では、平均気温の

上昇を産業革命前比で1.5℃以内に抑える目標を掲げています。IPCCの

推計によると、目標達成のためにはＣＯ2 を2兆8,000億トンまでしか排

出できないとされていますが、2019年までに既に2兆4,000億トンが排

出されたということです。残された排出枠は4,000億トンですが、現在、

世界では年間400億トン程度が排出されており、残り約10年でこの水準

を超えてしまいかねない状況となっています。

今回のCOP27合意文書では「2023年末までに目標を再検討して強化

するよう要請する」という文言が盛り込まれ、各国とも一層の取組み強化

が求められています。日本も石炭火力発電の段階的削減や再生可能エネ

ルギーへの投資拡大などを通じて、今まで以上に気候変動対策に力を入

れていく必要があります。我々もこうした分野で、今後の活躍が期待され

る企業をどんどん発掘していきたいと考えています。

COP27

残りあとわずか・・・

※IPCCデータを基に、いちよしアセットマネジメント作成

容量：2兆8,000億t
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